
魯 打|1績表提錢時に、DPは記載しておかなければならない。
DPが FPの守備を兼務する場合、打順表の最終確認終了後
であれば、プレイボール宣告前であっても、その交代は認め

られる。 (こ の交代 |まスターティングプレイヤーの変更で :ま

なく、通常の選手交代と1司様に扱う。DPが守備を兼務した
FPは、いったん試合から退いた通とになり、次に試合に出
場するとき|ま「再農場_1と なる)

② 兼務しているときの交代は、率し出がなければ「兼務のま
まの交代」として扱う。
(注)兼務を解く場合は、通告が必要である。

不二交代一無通告交代・再曲場違反とDIP(指名選手)違反

無通告交代

(代替プレイヤー違反)

外。 (失格選手とな

る)

○試合が進行 していて

も違反チームから申
し出たらベナルテイ

|まない。

再出場違反

(代替プレイヤー違反)
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て次の投球動作に入ったときに不正交代となる。

○監督と違反者は退
場。(高校生以下は違
反者のみ退場とな
る)

○違反者は試合から除

外。 (失格選手 とな

る)
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○違反者は正 しい交代者と交代する。

○相手チームから審判員にアピールがあったときにペナルティ
を適用する。

○アピール権は当該プレイヤーが交代するまで消滅 しない。

○守備中・攻撃中でもアピールはできる。

口:鳳
(5)テ ンポラリーランナー

投手・捕手が塁止の走者となっていて二死となったとき、

あるい 二死後、

投手・

ができ Φ

(注 1)

の代:わ に テ

捕手が出墨し、走者となったとき、

ンポラリーランナーを使用すること
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「捕手」だけでなく「投手」もテンポラリーランナーの対象になった
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「捕手」だけでなく「投手」もテンポラリーランナーの対象になった

口

`亘

ることはでき
(注 2)テ ンポラリー
負傷 しても再

(注 3)(注 1)(注 2

ない。
ン を使用した場合、テンポラリーランナーが

を走者に戻すことはできない。
な場合、テンポラリーランナーを交代させ

るには、正しい控え選手と交代させなければならない。

(6)代替プレイヤー

代替プレイヤーの途中での交代はできないが、次のイニン

グ磯終了までに代替プレイヤーが交代したときは、正規の交

代となる。

(7)再出場するプレイヤーについては、審判員が元の打順に入る

ことを確認する。

(3)守備位置の変更を通告しなかった監督には、厳霊注意する。
(注)攻撃中に守備位置の変更を通告することはできなしヽ。
(9)退場につしヽて

ア.守備者が鷺場になれば、正 しい交代者と交代する。
イぅアウトにならない打者 ゆ打者走者・走者が退場になれ:ぎ、

正しい交代者と交代する。

ウ4監督が退場になれば、その試合ぬ残りを弓|き継ぐ監督の氏
名を書半11員に提出しなければならない。

回国 6.試合と打ち合わせについて

(1)試合は、スピーディー|こ行われるよう努力する。
ア.プ レイヤーの攻守交代は駆け足で行うよう指導する。
イ"試合中、内野手間の送球が長くならないように注意する。
日没まで、短時間しかないときは、ゃめさせてもよい。

ウ.タ イムは 1分間以内とする。また、不必要と判断したタイ
ム|ま認めなくてよい。

なお、代打者 0代走者との交代は認められる。

(3)審判員は試合が終了したとき、“集合"の コールをしない。

)

fll の

2023新設

試合のスピードアッフのため

―盆―

武・ ン

して

鍮 1ヽ 隧タイ レークに

よ しヽにつ いて



6.審判実務のために

“

トヽ

0 審判実務のために

1.審判員の服装および用具

(1)審判員の服装

・塁審の審判帽は、ひさしの長い

ものを着用する。

・ 目を保護するために審判員は,

サングラスを使用してもよい。

・感染症等の予防のために審判員は、

フェイスマスク等を使用してもよい。

球審 塁審

審判員の服装は
礼服である

(2}用 具

インディケーター、パットゲージ、ノヽケ、ボールバッグ、プロ

テクター、レガーズ、コイン、スロートガード付きマスク、力 ,ソ
~フ・

※プロテクター等の着用は事故防止のためである。必ず着用する

こと。マスク、プロテクターなどの必需品は個人用として揃え

たい。
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□回

T,監督の選択権につも亀で

(1)野手が不正濡具でプレイし先とき。
こ8-3項 〈効果〉墨項、 P鑢)

(2)再幽場違反したプレイヤーが守備でプレイをしたとき。

(4-3項 3〈効果〉 3、 P49)
(3)無通告交代巻したプレイヤーが守備でプレイをしたとき。

(4-7覇 〈効果〉 7項、 P50～ 51)
(4)打者が不正投球を打ったとき。

(6-1項～ 7項 〈効果〉 1項～ 7項、 P66)
(3)不正投手が投球した球を打者が打ったとき。

(醸)捕手
(3-12項 〈効果〉12項、 P69)
犠したとき。

〔8-1項 4く動暴〉 4、 P81～ 82)
藝野手

ルールの条文を修正(実際の適用に合わせた)したことに伴い、同様の文言に修 正した
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回 四

1軌 投徘概の麟みあ・踏みlilい方

9自
由足,

〔右投げ投手〕
軸足  ◎ 含法  X不 正

【踏み方】

①  ◎
⑤

② ④r■ :、
クヽ

◎
◎

や

図①、②のように、軸足、自由足とも、両足が投手板に触れているか、図③、
|

④のように軸足を投手板に触れながら、自由足が投手板から離れていても不
正投球にはならない。また、一連の投球動作で自由足の踵の位置が投球開始
時と変わらなければ、自由足のつま先が浮いても、合法的な投球動作であり、
不正投球とはみなさない。
図④のように軸足のつま先が投手板に触れながら、自由足を後方に置き、正
しくセットしており、一連の投球動作の申で軸足の踵の位置が投球開始時と
変わらなければ、軸足のつま先が浮いても、合法的な投球動作であり、不正
投球とはみなさない。
図⑤のように軸足が投手板の側面だけに触れている場合は投手板に触れて
いるとはみなさない。また、自由足を投手板の後方に置く場合は、投手板の

両端の後方延長線内に置かなければならない。(延長線 liは延長線内である)

[踏み出し方】

図 3の ように軸足
の踵が一連の投球

動作の中で投手板
から離れても、っ

ま先の位置が投球

開始時と変わって

いなければ (つ ま

先が前方に移動 し

ていなければ)、 合

法的な投球動作で
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回四

2.ス ローピッチ・ストライクゾーン

スロービッチ・ ソフトボールのストライクは、次の条件を満た

すものである。

(1)投手の手から球が離れて本塁に達するまでの間、地面から 3

m以下、1.5m以上の空間をアーチを描かなければならない。

(2)下手投げで、適当なスピードであること。

(3)ス トライクは、本塁を通過したときに判定される。

(4)投球は、本塁の上方空間で、打者が自然な打撃姿勢をとって

いるときの、打者の捕手側の肩 (バ ックショルダー)か ら、両
膝の本塁上の空間を通過しなければならない。

打者が、打者席内のどこに位置するかは、ストライクゾーンに

は関係ない。

ストライクゾーンは、あくまでも本塁の上方空間であり、これ

と打者が自然な打撃姿勢に入るときの打者の捕手側の肩、膝の位

置がストライクゾーンを決める要素である。

(1)……………・ボール

(2)、 (3)、 (4)… ス トライク

寺
○

(3)(4)
(2)

ストライクとなるためには、正しく

投げられた投球が、このゾーンを通過

しなければならない。

(1)

′
′
○
′
′

′
′
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回歴 3.公式記録員手号|

⑭ 記録に従事する人は、常にベストな状態で任務の遂行がで
きるよう摂生に努めること。

⑮ 公式記録員は常に服装を正し、言動に注意を払い、品位を
保つよう心掛けること。

(6)公式記録員叫謳録業務当卜次の服装と用具を調えること
①  服装について
0 動きやすい服装 (ズボンはジーンズを除く)と する。シャ
ツは自で襟付きが望ましい。また、スコアカード記帳時は

1冒子 (サ ンバイザー)を着用する。

薦具について

スコアカード、鉛筆またはシャープペンシル (B～ 盆B)、

消しゴム、定規、時計、『ルールプック』、「競技者必携』、『ス

コアリングマニュアル』など。

(7)登録について

公式記録員は、公式記録員規程第 6条により、毎年 4月 まで
に各支部長を通じて日本協会に登録すること。

(3)認定会について

第 1種及び第 2種公式記録員の認定会は、支部連合単位で、
第 3種については支部単位で実施する。
(9)公式記録員釣全国研修会を実施する。
(10 その他

① 報告用紙、記録の記号等は、各プロック委員長の指示を受
ける。

::1 ‐:.=fl i~■ :、 i111::ill'IⅢ
=■

・ F I.lr■ f.11,l‐_

(6)の赤枠部分を修正し、①(ウ)を削除
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